新型コロナウィルス感染拡大防止のための取り組みについて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＪＡＡＦ陸上競技活動再開のガイダンスに基づく）
　１）この大会は、新型コロナウィルス感染拡大防止のため無観客試合とする。
・保護者及び一般の方（競技役員・引率教員を除く）の入場・観戦は、禁止する。
・入場は、競技に出場する競技者、マネージャー、引率教員、競技役員のみとする。

・入場は正面スタンド入口（南側）のみとする。入場時に検温、手指消毒を行う。
・マスクの着用がない場合は、入場できない。

・競技場へは競技開始時刻の２時間前から入場することができる。競技終了後は速やかに退場する。
（リレーについては２時間３０分前）

・マネージャーについては特に必要な場合、１～２名、半日程度とし、交代制などで対応する。

・引率教員は大会受付時に参加確認書を提出する。（一次召集を兼ねる）
２）体調不良の症状（発熱・頭痛・咳・鼻水など）のある場合は入場・出場を認めない。
　・大会出場者は、「体調管理チェックシート」に入場時に検印を受け、個人種目の招集時（1日に
２種目出場する場合は２種目目）に提出する。提出しない場合は、出場できない。競技場の再入場時には、それを提示する。
・入場する、各校マネージャー、引率教員、競技役員も、「体調管理チェックシート」を必ず提出する。
・大会終了後２週間、「体調管理チェックシート」を使用し、自己管理をする。
３）各校のベンチは指定の場所を使用する。

・使用の際は間隔（できれば２ｍ、最低でも１ｍ）をとるようにする。
　・待機中はマスクを着用する。
　・不必要にベンチを離れ、移動したりしない。

４）競技中・アップ中はマスクを外してもよいが、それ以外は基本、マスクを着用する。
　・ウォーミングアップ中や移動時も密集・密着にならないように注意する。
５）更衣室の利用時は必ずマスクを着用する。

　・使用前後に必ず手指消毒を行う。

　・速やかに着替え、会話は控える。

６）競技終了後は、必ず手洗いまたは手指消毒をする。
・器具を触った手で口や目を触らず、競技終了後、入念な手洗いをする。
・走高跳、棒高跳の競技者については、競技終了後、手洗い・洗顔をする。

　　・投てき種目については、競技終了後、必ず手洗いをする。　
　７）記録の掲示は行わない。結果はHPにアップする。
８）声を出しての応援は禁止する。
９）各自でゴミは必ず持ち帰ること。

３密（密閉・密集・密接）を避け、飛沫感染、接触感染のリスクを最小限に抑える。
競技会が安全で円滑に実施できるようにご協力ください。
